
平成２９年度  学力向上を図るための全体計画                                 練馬区立石神井小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 小中一貫教育の視点 

・体験的・問題解決的な学習を

重視するとともに、児童の興

味を喚起するような導入の仕

方や教材教具の工夫をする。 

・習熟度別指導、学年合同授業 

ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰによる授業等、学

習形態・指導方法を工夫する。 

・校内研究との関連を図り体育

の指導力向上を目指す。また、

児童相互の関わり合い学び合

う力を伸ばすよう工夫する。 

・生活科・石小タイムの時間を中

心に、地域の中で生きる力を

育み、自ら学ぶ探究的な学習

を推進する。 

・発展的な学習、補充的な学習

を取り入れる。また、繰り返

し学習を取り入れ、基礎・基

本の定着を図る。 

・１単位時間の弾力的な運用を 

行い、基礎・基本の確実な

定着とともに、思考力や表

現力を伸ばす学習の充実を

図る。 

・長期休業の前後については、

通常の授業を行い、授業時数

を確保する。 

・言語活動の充実の推進のため

に、隣接する石神井図書館、

図書ボランティア等と連携

を図り、学校図書館の整備、

情報収集・選択・活用能力を

育成する。 

・生活科・石小タイムの成果を

家庭・地域へ発表する機会を

設定し、児童の地域理解や、

学習成果の確認、次年度の学

習の見通しにつなげる。 

・「互いに認め合い、進んで運

動する子」を研究主題とし、

運動への意欲や友達と関わろ

うとする気持ちを高める指導

を研究する。 

・年６回の研究授業やミニ研修

会を通して研究を進める。 

・楽しく運動ができるよう、魅

力ある運動の場を設定し、指

導を行う。 

・校内研究との関連を図り児童

同士が関わり合いながら活動

できる学習内容を設定する。 

・３年次までの教員を中心とし

た「若手研修会」を月１回程

度開催する。若手の授業力・

指導力の向上を図るとともに

講師となる中堅教員の指導力

向上も図る。 

・指導と評価の一体化を図り、

毎時間のねらいを明確にし、

そのねらいを達成するための

評価と指導を工夫する。 

(名簿を活用した評価、机間指

導による一人一人への支援、

評価情報の交換等） 

・通知表「あゆみ」の評定規準

を明確にし、全学年で共有し

評定する。 

・学習や生活について、児童一

人一人の成長を振り返りカー

ドに記入し、個人面談等で保

護者に伝える。 

・専科打ち合わせの時間を設定

し専科と担任で打ち合わせを

する。指導や評価の共有化を

図るとともに、多面的な評価

の充実に努める。 

・生活科・石小タイム（総合的

な学習の時間）を中心に石神

井公園・ふるさと文化館など

地域の自然環境や公共施設を

活用したり、地域の方から話

を聞いたりし、地域に学ぶ学

習活動を計画的に行う。 

・図書ボランティアや安全安心

ボランティア、放課後事業ス

タッフなどと連携を図り、児

童が安全に楽しく過ごせる環

境の整備を行う。 

・年９回の学校公開および道徳

授業地区公開講座を実施し教

育活動を公開する。 

・保護者アンケートや年３回の

学校関係者評価でいただいた

保護者や地域の声を、教育活

動に生かす。 

・義務教育９年間を見通し

た小中一貫教育の推進に

向け、石神井中学校およ

び上石神井北小学校とと

もに、連携研究の成果を

定着させていく。 

・小中一貫教育実践校の研

究の成果と課題から学

び、地域の児童生徒の課

題を把握し課題改善カリ

キュラムの作成を行う。 

・教科等分科会（国語・算

数・音楽・体育・外国語

・道徳）での研究を中心

に、小中連携に関する合

同研修会での連携等も行

い、小中一貫教育の可能

性を広げる。 

 

学校教育目標 

 人間尊重の精神を基調として、心身共に健康で知性と感性に富み、調和のとれた人間性豊かな児童の 

育成と、将来、国際社会の中で信頼と尊敬を得る日本人の育成を目指して次の目標を設定する。 

        ○よく考える子         ○思いやりのある子 

         ○根気よくやりぬく子      ◎元気な子 

目指す学校像 

｢和｣と｢活力｣にあふれる学校 
（１） 児童相互、児童と教職員、職員相互に温かいつながりがある学校 

（２） 学習や諸活動への意欲を高め、考える力や協働・思いやりなどを身に付ける学校 

（３） 運動に親しみ体力向上や健康・安全への関心・意欲を高める学校 

（４） 地域・保護者と連携し、地域社会の核の一つとなる学校 

関係法規等 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法、地方公務員法 

・練馬区立学校の管理運営に関す

る規則 

・学習指導要領 

・東京都教育委員会 教育目標 

・練馬区教育委員会 教育目標 他 

児童の実態 

・全体的に明るく素直である。 

・指示を受け止め行動できる子が多い。 

教師の願い 

・学習・生活の規律を定着させたい。 

・豊かなかかわり合いを通し、表現力や

自己肯定感を育成したい。 

・運動の意欲や体力の向上を図りたい。 

保護者・地域の願い 

・児童が楽しく安心して通える学校に 

なってほしい。 

・基礎・基本を定着させてほしい。 

・児童が地域への関心をもち、143 周年

を迎える学校や地域を大切に思う素

地を作ってほしい。 

本校における「確かな学力」
各教科の指導の重点 

・基礎・基本を重視し、個に応じた

指導、評価を生かした指導、習熟

度別指導の充実を図り、児童一人

一人に確かな学力を身に付けさ

せる授業を展開する。 

・基礎基本の確実な定着のために授 

業時数の確保、指導内容の精選 

及び重点化を行う。 

・石小スタンダードを用いて、学習

習慣の定着の素地を全校で共通

に育成する。 

・言語活動の充実を図り、思考力・

判断力・表現力の伸長に努める。 

特別活動の指導の重点 

・望ましい集団活動を通し、よりよい 

学校生活や温かい人間関係を築こ

うとする自主的実践的な態度を育

成する。 

・石小スタンダードを用いて、学級活

動の充実を図り、全校で共通に指導

する。 

・「なすことによって学ぶ」活動を通

して自主的、実践的な態度を身に付

けられるようにする。 

・２学年合同遠足（１・２年）や異学

年交流等、豊かな関わり合いの機会

を設けるとともに、思いやりや役割

意識、自己の成長の自覚を促す場と

する。 
総合的な学習の時間の指導の重点 

・探究的・協同的な学習を中心に、

児童が主体的に活動できるよう

な単元を設定し、4年間を通して

系統的・発展的に育成していく。 

・以前の全国大会発表の成果を踏ま

え、地域の｢財｣や地域の人材リス

トを活用し石神井の地域の特色

を生かした学習を展開する。 

道徳教育の指導の重点 

・道徳的心情、判断力、実践力を高

めるとともに、人権尊重、生命尊

重の精神や自尊感情を育てる。 

・学校行事、教科、特別活動、生活

指導との関連を図り、自他の生命

を尊重する心や思いやりの心、規

範意識を育む指導を推進する。 

生活指導の重点 

・基本的生活習慣を身に付け、規則正

しい学校生活を送ることができる

児童を育てる。 

・石小スタンダードを用いて、生活習

慣の定着を全校で共通に育成する。 

・特別支援校内委員会と連携を図る。 

体力向上を目指す指導の重点 

・新体力テスト実施の分析を生かし、

体育の授業改善を図る。 

・石小ギネスおよび全校によるカード

を使った縄跳び・マラソン・鉄棒月

間の実施、３０分休み時間の確保等

運動の日常化を推進する。 

・保健食育関連集会等の機会を活用し

保健・食育指導の推進を図る。 

 

教師の構え 

・環境整備    ・教材・教具の準備    ・評価計画作成  

・学習の流れの確認 （発問、児童の反応） 

・児童の理解を深める指導法の工夫     ・時間の厳守 

・児童の思いや発想を大切にした授業展開 

・板書の工夫   ・児童の学習内容定着の確認 

石小スタンダードに示された基礎・基本の定着 
石小スタンダード（学習・体育・学級活動・生活指導） 

 

① 基礎的・基本的な知識・技能の習得 

② 知識・技能を活用して課題を解決する 

ために必要な思考力・判断力・表現力、 

その他の能力 

③ 主体的に学習に取り組む意欲や態度 



 ２９年度   

学力調査結果等を踏まえた内容別・観点別の分析 ５年生             練馬区立石神井小学校 

教科 １学期内容別指導の分析 観点別結果の分析 内容別・観点別・学力調査観点別のクロスの分析 

国 
 

語 

 
・物語文の読解では、叙述をもとに場面
の様子を正確に読み取ることはできる
が、登場人物の気持ちを深く考えること
に関しては、個人差が大きい。 
 
・説明文は、内容を読み取ることはできるが、段
落構成に着目して段落に役割を考えたり、要旨を
まとめたりすることについては、苦手としている
児童が多い。 
 
・漢字学習に意欲的に取り組む児童が多
い。８０％以上の児童が新出漢字を正し
く覚えることができているが、その他の
児童は前学年までの漢字の定着も図れ
ていない。 
 
・読書については、全体的には読書が好きな児童
が多いが、意欲に個人差が大きい。好きな子は、
様々 なジャンルの本をたくさん読んでいる。今後
も読書旬間などの機会に本に親しませるような
工夫も考えたい。 

 
・「話す・聞く」については、短い話の内容を
理解することはできるが、話の内容が複雑にな
ると正しく聞き取ることができない。「話す」
ことについては、個人差が大きく発言を苦手と
している児童は、自分の考えを伝えることがで
きていない。 
 
・文章を書くことに対しての意欲は低いが、書き
始めると自分の思いを書くことができる。相手や
目的に応じ適切に伝わるように書くことに課題
がある。 
 
・「読む」ことについては、文章全体の意味を
正しく理解することはできる。叙述をもとに登
場人物の気持ちを考えたり要旨を捉えたりする
ことは、個人差が大きい。 
 
・「言語」については、大体は理解しているが
十分に定着しているとはいえない。覚えた漢字
も日頃の文章の中で使うことができていないこ
とが多い。 

 
・東京都学力調査の結果では、教科の内容に関する正答率は7
１.３％で、東京都の正答率を４％上回っている。読み解く力
に関する内容については、66.7％で東京都の正答率を５％下
回っていて、基礎的な内容は身についているが、長文を読解
する力については課題がある。 
 
・教科の内容については、全ての項目について東京都の平均
を上回っている。「知識・理解（言語）」は、5.4％、「技能
（書く）」の項目は、7.2％、「思考・判断・表現」は、0.5
％「読む」は、1.3％上回っている。特に、言語事項について
は、主述の関係、修飾する言葉についての理解が低いため、
文章の中での語句と語句との関係を理解できるようにした
い。 
 
・関心・意欲・態度の項目は90％と、東京都の平均を４％下
回っている。書くことに関して、興味をもって自主的に学習
に向かう事ができる児童とそうではない児童の差が大きい。 

算 
 

数 

・「体積」の学習では、１単位量のいく
つ分かによって量を表すことが十分
に理解できておらず、機械的に公式に
当てはめて答えを求めようとする児
童が見られた。また、１㎤，１㎥、１
㎖、１L、１㎘などの量のイメージを
もつことが不十分で単位を変換する
ことが困難な児童もいる。 

 
・「小数のかけ算」は比較的よくできて
いたが、「小数のわり算」になると、
小数点を移動する意味の理解が不十
分であったり、移動した位置を見失っ
てしまったりして、最後まで正しく計
算することが困難な児童がいた。 

 
・「比例」の学習では、基本的な考え方
はおおむね理解できていた。しかし、
文章問題などでは、比例の考え方を使
って解くとよいのだということがよ
くわかっていない様子も見られた。 

・東京都学力調査の結果では、「思 
考・判断」については5％、「知 
識・理解」については、3％東京
都を上回っていたが、「技能」
・「関心・意欲・態度」につい
ては、ほぼ東京都と同じ程度で
あった。 

・小数のかけ算やわり算などの技
能は。だいたい身に付いてきて
いるが、時間があくと忘れてし
まったり同じミスを繰り返した
りする傾向が見られるので、反
復して練習を積む必要性を感じ
る。 

・上位グループの中には、いろい
ろな考え方で解こうとしたり、
発展問題などに意欲的に取り組
もうとする児童も見られるの
で、そのような子供たちに授業
の中でどのように力を伸ばして
いくかを考えていく必要もある
と思われる。 

・「図形」の学習の様子をみると、理解はできている 
が、コンパスや分度器といった道具の扱い方が不得 
手であるため得点がとれない子もいる。道具の扱い 
については、経験を積むことや道具の特性を理解さ 
せることなども必要かと思われる。 

 
・小数のかけ算やわり算などの練習では、根気よく継 

続して練習し力をつけていこうという意欲が足りな 
い児童も見られ、基本的な力がしっかりと身につい 
ていなかったり、注意不足によってミスをしてしま 
ったりする様子が見られた。 

 
・東京都学力調査の「読み解く力に関する内容」では、 

「取り出す力」「読み取る力」「解決する力」のど 
の項目も東京都より上回ることができていた。数学 
的に考えたり、様々な場面で算数の力を活用したり 
する力は育ってきていると考えられる。 
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２９年度   
 
学力調査結果等を踏まえた内容別・観点別の分析  ６年生               練馬区立石神井小学校 

教科 １学期前半内容別指導の分析 観点別結果の分析 内容別・観点別・学力調査観点別のクロスの分析  

国 
 

 

語 

 
・積極的に発言したり、相手に説明
や報告したりする活動については能
力に個人差がある。こうした活動を
意図的に取り入れ、授業を工夫する
必要がある。  
・物語教材で、登場人物の相互関係
や心情、場面の様子を読み取ること
は概ねできている。  
・説明文では、文章に書かれている
話題、理由や根拠となっている内容、
構成の仕方や巧みな叙述について、
読み取ることは概ねできている。  
・本を読み、推薦の文章を書くため
に、キャッチコピーを考えたり、文
の構成を考えたりすることは意欲的
に取り組んでいる。しかし、言葉や
図表を引用して自分の考えを書くこ
とには苦手な児童もいる。  
 

 
・「話す・聞く」では、事物や人物
を推薦したり、それを聞いたりする
ことはできている。しかし、話し手
の意図を捉えたり、話の構成を工夫
したりすることは十分とはいえな
い。 
・「書く」では、条件（字数や表現）
に合わせて自分の考えをまとめ、構
成や表現を工夫して書くことが苦手
な児童もいる。 
・「読む」では、物語の登場人物の
関係を捉えたり、心情を読み取った
りすることはできているが、要旨を
捉えることについては苦手な児童も
多い。 
・「言語」では、漢字の読み書きは、
個人差が大きい。また、習得はして
も、文章の中で使うことはまだ十分
ではない。 

 
・学力調査の結果では、国語Ａの平均正答率は77.3％、
国語Ｂの平均正答率は58.8%で全体的には高い数値で
あったが、A、Bで比較すると国語Bの正答率の方がか
なり低い正答率であった。 
・最も正答率が低かったのは、国語B問題の記述形式
の「書くこと」を扱った内容の問題正答率で、わずか
28.4％にとどまった。必要な内容を整理して的確に書
くことに課題があると考える。日々の学習の中で書く
ことに慣れること、目的や意図に応じて必要な内容を
整理して書く力を身に付ける必要がある。また、説明
する力、的確に表現する力をつけるためには、国語科
の学習のみならず、各教科等の学習や日常生活におい
ても重要であると考える。 
・国語B問題の「読むこと」の領域で、話し合いでの
発言の意図を捉える問題の正答率が、わずか41.１％
にとどまった。物語の内容や、説明文における筆者の
意図を捉える学習の指導方法を工夫する必要がある。 

算 
 

 

数 

 
・全体的な傾向として、数や計算、
数量関係については概ね理解してい
る児童が多い。図形を扱った内容に
ついても概ね理解している。しかし、
小数や分数の計算や、円の面積など
少し複雑な計算になると、ミスが多
くなる傾向がある。 
・角柱の体積や円の体積については、
既習内容が習得しきっていないため
か、解決に時間がかかり苦手な児童
も多い。 
・分数の乗法と除法の計算について
は概ねできているが、計算の仕方や
立式の意味について説明したり、言
葉や数、図、式、数直線を使ってノ
ートにまとめたりすることは不十分
である。  

 
・「数量や図形についての知識・理
解」では、概ね理解することができ
ている。  
・「数学的な考え方」では、根拠を
明らかにし筋道を立てて体系的に考
えることや言葉や数、式、図、表、
グラフなど様々な表現方法を使って
表現したり説明したりする力は全体
的に不十分である。  
・「数量や図形についての技能」で
は、整数・小数・分数の基本的な四
則計算をすることは、概ねできてい
る。しかし、公式に当てはめて平面
図形や立体図形の面積や体積を求め
たり、図形についての感覚や見方を
深めたりするのは個人差がある。  
 

 
・学力調査の結果では、算数Aの平均正答率は 82％、
算数Bの平均正答率は 50％で全体的には高い数値であ
る。しかし、算数Aの結果から知識は概ね理解してい
る児童が多い一方、算数Bの活用問題に対しては、こ
れまで学んできた多様な考え方を生かして問題を解
決することは、全体的に苦手な児童が多い。  
・最も正答率が低かったのは、算数Bの活用問題で、
割合の意味を捉えその理由を説明する記述問題の正
答率がわずか14.7％にとどまった。割合の意味を理解
し、それを自分の言葉で説明する力を付ける必要があ
る。  
・「数量関係」の領域における平均の考えを活用して
平均の求め方を説明する記述問題は、正答率がわずか
21.1％にとどまった。普段の学習の中で、説明する場
や話し合う活動を設け、児童が実感をもって理解でき
るようにすることが必要であると考える。  

 



平成２９年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画[国語科]               練馬区立石神井小学校 

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画 

 
１年 
 
 

○拗音や促音が混ざった言葉や、「は・を・
へ」の助詞を正確に書けるよう指導したが、
まだ十分定着していない。 
 
○聞くことに関して、聞き方や態度などを
指導したが、十分定着していない。 

○視写や作文を繰り返し行うなかで、正
しい文字や言葉のきまりを指導する。 
 
○話の聞き方について継続的・日常的
な指導を重ねるとともに、聞いたこと
の内容を確かめたり、伝えたりする機
会を増やす。 

（補）拗音や促音が混ざった言葉や、「は・を・へ」の助詞を使
った文のワークシートを用いて指導する。 
教科書教材を活用し、お話会を開き、話すこと、聞くことに対す
る興味、関心を高める。 
 (発）絵日記等を継続して行い、定着を図る。 
読んだ本の内容を伝えたり、朝の会でスピーチをしたりするなど
の機会を捉え、よい話し方や聞き方への意識を高める。 

 
２年 
 

○かぎの使い方、カタカナや新出漢字を文
や文章の中で使うことについて指導してい
るが、まだ十分に定着していない。 
 

○短作文を繰り返し行うなかで、正しい
使い方を確認し、作文の中で正しく使え
るよう指導する。 
○学習した漢字を確認し、文作りの 
中で使用できるように指導していく。 

（補）日常的にノートや作文等で添削・指導を行ったり、繰り返
しカタカナや漢字練習をさせたりする。 
 (発）学習した漢字でも特別な使い方の漢字や似ている形の漢字
などを取り上げ、興味を広げる。 

 
３年 
 
 
 
 
 
 
 

○文章の内容の中心や、場面の様子がよく
分かるように音読する指導を継続している
が、課題を明確にして読み取ったり、主人
公の行動を分析して記述をまとめたりする
ことは十分定着していない。 
○新出漢字の読み方や使い方、その漢字を
使って文を作ることを継続して指導してい
るが、十分に定着していない。 

○叙述の中心となる事項や、場面の様子、
登場人物の心情について話し合う場面を
もち、その成果をノートやワークシート
等にまとめる時間を設定する。 
 
○練習や確かめの小テストを繰り返し行
ったり、漢字を使った文作りを意図的に
入れたりして指導する。 

（補）文章の内容の理解を深められるよう、サイドラインの引き
方や書き込みのポイントを指導し、話し合いや文章を書く際に活
用することを促す。 
（発）情景を想像し、叙述に即した場面の移り変わりを想像しな
がら読めるよう、いろいろな本を読む時間を確保する。 
（発)習っていない漢字でも辞書を活用して読み方や意味などを
調べ、言葉に対して興味を広げる。 

 
４年 
 
 
 
 

○文章の構成や筆者の願いを考えながら説
明文を読み進めていくことが不十分で、課
題としている。 
○新出漢字の読み方や使い方、既習漢字を
使って文を作ることを継続して指導してい
るが、十分に定着していない。 

○説明文の構成を図式化させることによ
り、段落相互の関係を明確にし、文章の
読解と合わせて指導していく。 
○漢字練習や確かめのテストを繰り返し
行ったり、漢字を使った文作りを意図的
に入れたりして指導する。 

（補）今までに学習した説明文を比較したり、別の説明文を紹介
したりしながら、説明文を読み進める方法に気づかせるようにす
る。繰り返しドリルやテストを行い、漢字を定着させる。 
（発)筆者と自分の考えを比較し、発表し合うことにより、多くの
考えを出し合って学び合いの場とする。辞書活用の習慣化を通し、
漢字や意味などを自主的に調べ、言葉に対しての興味を広げる。 

 
５年 
 
 

○目的に応じて、要旨をとらえ自分の考えを
明確にしたり、書いたりする指導が不十分
で、課題としている。 
○新出漢字の読み方や使い方、その漢字を
使って文を作ることなどを学習の課題とし
ている。 

○目的に応じて、本や文章を比べて読ん
だり、効果的な読み方を工夫したりして
指導し、書いて振り返るようにする。 
○繰り返し新出漢字の学習を行うよう
にし、漢字を使っての文作りを指導す
る。 

(補)メモをとる習慣を継続して指導し、内容の理解を向上させる。
また、小漢字テストの時間を作り学習の定着を図る。 
（発）日頃から読書に限らず、新聞や雑誌、パンフレット、イン
ターネットのホームページなどから情報を得て、様々な資料が活
用できるよう工夫する。感想・まとめを書く時間を確保する。 

 
６年 
 
 
 
 

○新出漢字などを覚えても、その漢字を実際
に使いこなすことが十分にできていない。 
○自分の考えをまとめ、聞く人にわかりやす
く工夫して発表する場面の指導が不十分で
ある。 
○経験したことや考えたことをまとめる時、
表現を工夫したり推敲したりしながら作文
を書かせる場面が少ない。 
 

○学習した漢字は、作文だけでなくノート
やワークシートなど他教科でも日常的に使
うように指導する。 
○グループの中や全体の前で発表する場面
を意図的に設けるようにし、その場でより
よい話し方を指導する。 
○年間に数回程度、表現に重点をおいた
作文を書かせる計画を立て、推敲するこ
とによってよりよい作文に仕上げるよ
うにする。 

（補）漢字練習や小テストを継続的に行い、定着を図る。 
(補)４～５人の少人数での話し合いの機会を多くとり、発言・発
表に慣れさせる。 
（発）発表会、討論会などの発表の場を多くして、人の話を意識
して聞くような活動を取り入れていく。 
 (発)「ねりまの子ら」「新聞記事」などを随時紹介し、よい
表現を意識化し、自分の作文に取り入れるようにする。 

 



平成２９年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [社会科]                練馬区立石神井小学校 

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善 補充・発展的指導計画 

３年 

 

 

 

 

 

 

○屋上からの観察や学区域探検、社会科見学

で学んだことを中心に授業を進め、児童は

関心をもって取り組んでいるが、学んだこ

とから課題を設定し、それを追究してまと

めるような学習では個人差が大きい。 

○地図や写真などの資料から、必要な情報を

読み取って活用する方法の指導が不十分

である。 

 

○授業の中で個々に課題をもち、追究しながら学習を

深めるような学習経験を多く得られるように、より

見通しをもった単元計画を行う。 

○見学後のまとめの方法（レポートや新聞形式など） 

 やそのポイントを教え、今後活用できるように習得 

を図る。 

○地域の学習材についての教材研究をし、課題に適し

た中心となる資料（写真等）を準備する。 

（補）用語、資料の見方などが一人一人に身に付いているか、ノ

ートやワークシート等を確認し、確実な理解を図る。 

（補）地図や地図記号、学習したことをまとめたものなどを身近

な場所に掲示する。 

（発）課題を追究する際の児童同士の情報交流や、学習の成果を

発表するような機会を設定する。 

（発）地域や社会の変化に対応した新しい資料を教材化してい

く。 

４年 

 

 

 

 

 

○施設見学や体験学習を取り入れることに

より、興味関心をもって学習に臨むことが

できたが、自分の生活と照らし合わせなが

らまとめていくことは課題である。 

○図やグラフ、写真などの資料から、必要な

情報を読み取る資料の見方の指導が不十

分である。 

○ＩＣＴ機器などを活用し、資料から分かることや見

方を指導する。 

○自分たちの地域に合わせた単元計画を立て、一人一

人が明確な課題をもてるよう教材研究をする。 

○学習したことをリーフレットや新聞形式など、さま

ざまな形式でまとめるよう指導する。 

（補）資料活用の技能が身に付いているか、ノートやワークシー

ト等で確認し、確実な理解を図る。 

（発）自分たちの地域や生活と深く関わりがあることを考えて学

習できるよう教材の作成を行う。 

（発）学習成果を日常生活に生かせるようにする。 

（発）児童の経験を把握し、その経験を生かして学習できるよう

な授業を構成する。 

５年 

 

 

 

 

○児童が強く興味をもつような導入資料を用意し、

疑問や知的好奇心が持続、発展する授業をするこ

とが課題である。 

○学習対象が身近な地域から、日本全体や世界に広

がるため知識の差が大きい。 

○絵や写真などの資料から何が読み取れるのか、資

料の見方の指導が不十分である。 

○ＩＣＴ機器や掲示物を使用して、課題に適した中心

となる資料（特に写真、視聴覚資料）を準備する。 

○学年で教材研究をし、教材を共有化していく。 

○実物や体験的な学習を充実させていく。 

○作成、収集した資料の保管場所を明確にし、次年度

以降も使用できるようにする。 

（補）地図やグラフなどの資料の見方を丁寧に指導する 。 

（補）視聴覚教材や具体物などを準備したり、ゲストティーチャ

ーの話を聞いたりすることで興味をもって学習できるように

する。 

（発）児童の経験を把握し、学習したことをまとめる作業として、

ノートの記録、白地図や新聞などを工夫し学習の定着を図る。 

６年 

 

 

 

 

 

 

 

○歴史に関する既存の知識や社会科的な用語につい

ての知識の差が大きい。特に、歴史に関係した言

葉を正しく理解させることが課題である。 

○絵や写真などの資料から何が読み取れるのか、資

料の見方や活用の仕方が不十分である。 

○ノートの取り方に個人差があり、課題からまとめ

までの流れがわかるノート指導が不十分である。 

○日本の歴史に興味をもたせるために、疑問や関心をもたせる 

ような資料を準備する。 

○家庭で教科書の音読をすることで、社会科的な用語に慣れ親 

しんだり正しく読んだりするようにする。 

○じっくり資料を読み取る時間を確保し、わかったこと話し合 

ったり、読み取ったことを確かめたりするようにする。 

○視聴覚教材などの資料を充実させていく。 

○「めあて」から「まとめ」までのノートの取り方の モデル 

を提示する。 

(補)用語、資料の見方などが一人一人に身に付いているかをノー

トやワークシートなどで確認する。 

(補)社会科音読カードを作り、用語や社会的事象に慣れ親しむよ

うにする。 

(発)学習したことをまとめ、さらに興味関心をもって調べる作業

として、社会科新聞を作成させ、学習の定着を図る。 

(発)社会の変化に対応できるように新しい資料を準備する。 

 



平成２９年度 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策および補充指導等の計画  [算数科]   

様式３ 小３４ 練馬区立石神井小学校 
 
 学年 

 
  指導方法の課題分析 

 
  具体的な授業改善策 

 
  補充・発展的指導計画 

 
 １年 
 
 
 
 
 

 
○２０までの数の計算を早く正確に行う

ようにする指導が十分ではなかった。  
○「ちがいはいくつ」で、求差の場面を減

法の式に表し、結果を計算で求めるこ
とを徹底させることができなかった。 

 
 

 
○児童がより理解しやすい場面図を

提示する。 
○操作や活動を多く取り入れた指導

をする。 
○同じ内容の問題でも数値などを変

えて、具体的な場面、半具体物に
よる操作場面や数量を抽象的にと
らえる場面を設定する。  

 
（補）ブロックを使い、算数的活動を取

り入れたゲームなどで楽しく習
熟を図る。  

（補）全体指導の中で理解が難しい児童
に対して個別の指導を行う。  

（発）既習学習を取り入れた文章問題の
作成などを行うことによって、演
算決定能力を養うようにする。 

 
  ２年 
 
 

 
 
 

 
○2位数－1，2位数（繰り下がりあり、空

位あり、欠位あり）のひき算の筆算の
しかたは概ね理解できたが、定着が十
分とはいえなかった。 

○「水のかさ」「長さ」の単位の換算と計
算の指導において、具体的操作を取り
入れた授業の充実を図ったが、理解さ
せ定着を図ることが十分とは言えなか
った。 

 

 
○筆算が理解しやすいように、操作

的活動を取り入れたり、繰り返し
練習をさせたりする。  

○身近な長さや水のかさに関心をも
たせ、ブロックやリットル升など
具体物を視覚的操作的に活用して
概念を理解させ、長さやかさの量
感を豊かにする。 

 
（補）全体指導の中で理解が難しい児童

に対して個別の指導を行う。  
（補）量と測定に関しては、操作活動を

増やしいろいろなものを測る経
験をさせる。 

（発）計算に関しては、計算の仕方の工
夫を友達に説明したり、加法と減
法の相互関係に着目していろい
ろな考え方をしたりするように
助言・指導する。  

（発）量と測定に関しては水のかさ・長
さを実際に測る際に、異なる単位
で見当を付けたり、結果をいろい
ろな単位で表現するように指導
する。  

 

 
  ３年  
 
 

 
 
 
 
 

 
○「時刻と時間のもとめ方」や「長いも

のの長さのはかり方」では、これまで
の経験が少なかったり実測する時間が
少なかったりしたため、抽象的な概念
の理解が進まないままになり、量感を
つかめない児童がいた。  

○除法が用いられる場面や除法や余りの
意味についての基礎的な理解はできた
が、計算に力を入れすぎてしまい、文
章題に取り組ませる時間や指導が十分
ではなかった。 

 
○日常生活の中から身近な場面を取

り上げ、具体的に考えて問題に取
り組ませたり、実測する時間を設
けたりする。  

○おはじきや図、半具体物を使った
作業的な活動を取り入れながら除
法や余りの意味を理解し、式を用
いて表現する。また、文章や図、
式などを用いて自分の考えを筋道
立てノートに書くような学習場面
を設定する。  

 

 
（補）時間や長さについての見通しがも

ちにくい場合は、模型時計や数直
線、まきじゃくなどを用いて具体
的な操作を増やして指導する。 

（補）なぜわり算なのか問題解決の過程
を発表させる。 (ペア、全体 ) 

（発）等分除と包含除を統合してとらえ  
おはじきや図、式を用いて表現させ  
る。また考えや予想、根拠などを明  
確にして書いたり話したりできる  
ように指導する。  



 
 ４年 
 

 
 
 
 
 

 
○「垂直・平行と四角形」では、復習の

時間を十分にとることができず、三角
定規やコンパス、分度器を使い分け正
確に作図をしたり、四角形についての
理解を深めさせたりすることができな
かった。  

○角の大きさ」では、分度器や三角定規
を使って、角度を測ることはおおよそ
できるようになったが、イメージが伴
っていないので、間違っているかの判
断がつかない場面もあった。  

 

 
○四角形の性質や特性を十分に理解

させた上で、作図させるようにす
る。  

○直角や180度、270度、360度を基に
して角の大きさがそれより大きい
かどうかをおおよそ判断してから
取り組むなど、角の大きさについ
ての感覚を身に付けさせる。  

 

 
（補）少人数指導を生かし、重点的な支

援が必要な児童のクラスは15人程
度とし、個別指導を通して苦手を把
握したうえで反復練習を行い、学習
内容の定着を図る。また、分度器等
の技能習得においても個別指導の
充実を図る。 

（発）図や数直線などを用いて、説明で
きるようにする。また、文章問題
を解くだけでなく、文章問題を自
分で作り友達同士で解き合うなど
指導を工夫する。  

 
  ５年 
 
 
 
  
 
 
 

 
○「小数のわり算」では、あまりのある

わり算のあまりを正しくだせない児童
が多かった。小数点を移動する意味を
深める指導が必要であった。  

○直方体や立方体の体積」では、単
位の換算方法の理解を深めるため
の具体物の提示が十分ではなかっ
た。  

○文章問題を正確に読み取り、立式
するための手立てとして、数直線
などを用いたが、有効に活用でき
なかった。  

 
○わり算の基本となるわられる数と

わる数の関係性を理解させたり、
検算をして、正しく計算できてい
るかを確認させたりする。  

○生活の中の単位を繰り返し教
え、意識・理解させたり、積み
木やものさしなどの具体物を
用いて並べ、量感を養わせたり
する。  

○数直線や線分図などが立式の
手がかりになるという実感が
もてるような指導法を工夫し
ていく。  

 
（補）ワークシートやドリルを活用して

習熟させる。  
（補）少人数指導を生かして習熟度別ク

ラスの編成を行うことで、児童の
実態に合わせた応用問題に取り
組ませ、基礎の定着や学習意欲の
向上を図る。苦手意識をもつ児童
のクラスは１５人程度とし、技能
が身につくように時間をかけて
指導する。 

（発）実際に数直線や図、式を使って小
数のわり算の意味や計算の仕方、
体積の求め方を友だち同士で説
明し合う。  

 
  ６年 
 
 
  
 

 
○「分数のわり算」では、除法が分数の

場合の計算の仕方について既習事項を
いかした指導が十分にできなかった。  

○「対称な形」では、点対称な図形をか
く際のポイントの提示が十分でなかっ
た。  

○文章問題を正確に読み取り、立式する
ための手立てが十分ではなかった。  

 
○既習事項をふまえ、除法の性質や

比例の考えを基に数直線や図、式
を使って考え理解させる。 

○点対称な図形の意味や性質を十分
に理解させてから作図させる。  

○線分図や整数の置き換え、数直線
などを用いて、文章問題の意味を
理解させる。 

 
（補）分数でわることの意味や計算の仕

方を除法の性質や比例の考えを
基に子ども同士で説明し合う。  

（補）ﾄﾞﾘﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾄ等で習熟させる。  
（補）少人数指導を生かし、苦手意識を

もつ児童のクラスは１５人程度
とし、技能が身につくように時間
をかけて指導する。  

（発）分数でわることの意味や計算の仕
方をいくつかの考え方で説明で
きるよう指導を工夫する。  
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学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画

３年 ○「植物の育ち方」では、観察記録 ○生活科の経験を生かすとともに、客観的な事実に基づく科学的な (補)自然事象や生物環境など、実物
の取り方の指導が必要である。 ものの見方、考え方からの記述が十分できるように、 を比較しながら、理解できるよ

○「昆虫を調べよう」では、実際に ・似ていること、違うことを見比べる うにさせる。
モンシロチョウの幼虫が成虫まで ・育ち方を振り返る (発)生物教材は実物を育てたり、手
育つ時間と割り当て時間が合わず など、具体的な観察の観点を示し、指導する。 に取って見せたりさせる。
授業中での継続的な観察に課題が ○昆虫、植物の飼育・栽培は、関心・意欲をもたせて根気よく世話
あった。 や観察ができるよう、担任との連携を図りこまめに支援する。

４年 ○見通しをもった実験や観察を行わ ○原因と結果の関係付けをはっきりさせるようにする。 (補)まとめの表現活動やものづくり
せることが課題である。 「予想」→「結果」→「考察」というように、順を追ってまとめ の活動の中で、基礎的な内容を

○実験や観察などの視点の与え方を られるようにする。 再確認させる。
工夫する必要がある。 ○ノート指導を通して問題解決学習の過程を身につけさせる。 (発)学んだことを生かしたおもちゃ

や道具作りを工夫させる。

５年 ○実験器具等の扱い方の指導が十分 ○少人数の実験グループで、どの子も器具を扱える機会を多くする。(補)つまずきの原因を探り、条件な
とはいえない。 ○問題解決の型をノート指導を通して身に付けるようにする。 どを整理して繰り返し観察・実

○実験・観察の記録の取り方の指導 〈内容〉①調べること（課題の明確化） 験をさせる。
が必要である。 ②予想とその理由(生活経験から) ③実験の方法

○実験結果と結論との違いは追究の ④結果 ⑤結論 ⑥もっと調べたいこと ⑦自己評価
過程で曖昧にならないように指導 ○観察記録の時間を十分とり、観察の視点を適切に示す。
する。 ○児童一人一人の考察を全体や小グループで話し合う時間を確保し

○授業の中で児童が考える場面が十 他の児童の考え方を学んだり考え方を振り返ったりして、考察す (発)学習したことをもとにさらに調
分に確保されていなかったり、考 る力を育てていく。 べたいことを児童が立てた実験
察についての指導が十分に行われ ○発展につながるように「もっと調べたいこと」が書けるようにし 計画にそって調べさせる。
ていなかったりすることが考えら ていく。 (発)学んだことを生かしたおもちゃ
れる。 や道具作りを工夫させる。

６年 ○観察や実験の計画を立てた後に条 ○実験器具の扱い方をその都度、指導する。 (補)つまずきの原因を探り、規則性
件設定について指導が十分にでき ○児童一人一人の考察を全体や小グループで話し合う時間を確保し などを推論しながら、繰り返し
ていなかったことが考えられる。 他の児童の考え方を学んだり考え方を振り返ったりして、考察す 観察・実験をさせる。

○実験や観察の記録を工夫してとれ る力を育てていく。 (発)学習したことをもとにさらに調
るような指導が必要である。 ○何を調べるための実験や観察なのかを児童に把握させる。 べたいことを児童が立てた実験

○表やグラフなどを多く活用して記録させるようにする。 計画に沿って調べさせる。


